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(57)【要約】
【課題】超音波画像と光音響画像の輝度調整を行う場合
において、ユーザがより使い易く、かつ輝度調整の手間
を削減することができる光音響画像生成装置および方法
並びにプログラムを提供する。
【解決手段】１系統の輝度調整指示受付部を用いて光音
響画像の輝度調整と反射波画像の輝度調整とを行う場合
、反射波画像の輝度調整から光音響画像の輝度調整への
切り替えられた時点において、輝度調整指示受付部によ
って現在受け付けられている反射波画像の輝度調整の指
示に関わらず、現在の光音響画像の輝度を維持し、光音
響画像の輝度調整から反射波画像の輝度調整への切り替
えられた時点において、輝度調整指示受付部によって現
在受け付けられている光音響画像の輝度調整の指示に関
わらず、現在の反射波画像の輝度を維持する。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体への光の照射によって前記被検体内に発生した光音響波を検出して光音響波検出
信号を出力し、かつ前記被検体に対して送信された音響波の反射波を検出して反射波検出
信号を出力する音響波検出部と、
　前記光音響波検出信号に基づいて、光音響画像を生成する光音響画像生成部と、
　前記反射波検出信号に基づいて、反射波画像を生成する反射波画像生成部と、
　前記光音響画像の輝度調整を行う第１の輝度調整部と、
　前記反射波画像の輝度調整を行う第２の輝度調整部と、
　前記光音響画像の輝度調整の指示と前記反射波画像の輝度調整の指示とを受け付ける１
系統の輝度調整指示受付部と、
　前記光音響画像の輝度調整と前記反射波画像の輝度調整の切り替え指示を受け付ける輝
度調整切替部とを備え、
　前記反射波画像の輝度調整から前記光音響画像の輝度調整への切り替え指示が前記輝度
調整切替部によって受け付けられた時点において、前記第１の輝度調整部が、前記輝度調
整指示受付部によって現在受け付けられている前記反射波画像の輝度調整の指示に関わら
ず、現在の前記光音響画像の輝度を維持し、
　前記光音響画像の輝度調整から前記反射波画像の輝度調整への切り替え指示が前記輝度
調整切替部によって受け付けられた時点において、前記第２の輝度調整部が、前記輝度調
整指示受付部によって現在受け付けられている前記光音響画像の輝度調整の指示に関わら
ず、現在の前記反射波画像の輝度を維持する光音響画像生成装置。
【請求項２】
　前記第１の輝度調整部が、前記反射波画像の輝度調整から前記光音響画像の輝度調整へ
の切り替え指示が受け付けられた後、前記輝度調整指示受付部によって前記光音響画像の
輝度調整の指示が受け付けられた時点において、該輝度調整指示受付部によって現在受け
付けられている輝度に前記光音響画像の輝度を変更し、該変更後の輝度から輝度調整を開
始し、
　前記第２の輝度調整部が、前記光音響画像の輝度調整から前記反射波画像の輝度調整へ
の切り替え指示が受け付けられた後、前記輝度調整指示受付部によって前記反射波画像の
輝度調整の指示が受け付けられた時点において、該輝度調整指示受付部によって現在受け
付けられている輝度に前記反射波画像の輝度を変更し、該変更後の輝度から輝度調整を開
始する請求項１記載の光音響画像生成装置。
【請求項３】
　前記第１の輝度調整部が、前記反射波画像の輝度調整から前記光音響画像の輝度調整へ
の切り替え指示が受け付けられた後、前記輝度調整指示受付部において現在の前記光音響
画像の輝度に対応する指示が受け付けられた時点から、前記光音響画像の輝度調整を開始
し、
　前記第２の輝度調整部が、前記光音響画像の輝度調整から前記反射波画像の輝度調整へ
の切り替え指示が受け付けられた後、前記輝度調整指示受付部において現在の前記反射波
画像の輝度に対応する指示が受け付けられた時点から、前記反射波画像の輝度調整を開始
する請求項１記載の光音響画像生成装置。
【請求項４】
　前記第１の輝度調整部が、前記反射波画像の輝度調整から前記光音響画像の輝度調整へ
の切り替え指示が受け付けられた後、前記輝度調整指示受付部において現在の前記光音響
画像の輝度から予め設定された範囲内の輝度に対応する指示が受け付けられた時点から、
前記光音響画像の輝度調整を開始し、
　前記第２の輝度調整部が、前記光音響画像の輝度調整から前記反射波画像の輝度調整へ
の切り替え指示が受け付けられた後、前記輝度調整指示受付部において現在の前記反射波
画像の輝度から予め設定された範囲内の輝度に対応する指示が受け付けられた時点から、
前記反射波画像の輝度調整を開始する請求項１記載の光音響画像生成装置。
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【請求項５】
　前記輝度調整指示受付部が、前記光音響画像および前記反射波画像の深さ毎の前記輝度
調整の指示を受け付け、
　前記第１の輝度調整部が、前記深さ毎の輝度調整の指示に基づいて、前記光音響画像の
深さ毎の輝度調整を行い、
　前記第２の輝度調整部が、前記深さ毎の輝度調整の指示に基づいて、前記反射波画像の
深さ毎の輝度調整を行う請求項１から４いずれか１項記載の光音響画像生成装置。
【請求項６】
　前記光音響画像の深さ毎の輝度の設定状態および前記反射波画像の深さ毎の輝度の設定
状態を表示部に表示させる表示制御部を備えた請求項５記載の光音響画像生成装置。
【請求項７】
　前記表示制御部が、前記輝度調整指示受付部によって輝度調整の指示が受け付けられて
いる深さの輝度の設定状態の表示を強調表示する請求項６記載の光音響画像生成装置。
【請求項８】
　前記輝度調整指示受付部が、前記光音響画像の連続的な輝度変更の指示と前記反射波画
像の連続的な輝度変更の指示とを受け付ける請求項１から７いずれか１項記載の光音響画
像生成装置。
【請求項９】
　前記輝度調整指示受付部が、つまみを有するスライダーを備え、前記つまみの移動によ
って前記連続的な輝度変更の指示を受け付ける請求項８記載の光音響画像生成装置。
【請求項１０】
　前記輝度調整指示受付部が、回転ダイヤルを備え、該回転ダイヤルの回転によって前記
連続的な輝度変更の指示を受け付ける請求項８記載の光音響画像生成装置。
【請求項１１】
　被検体への光の照射によって前記被検体内に発生した光音響波を検出した光音響波検出
信号に基づいて、光音響画像を生成し、かつ前記被検体に対して送信された音響波の反射
波を検出した反射波検出信号に基づいて、反射波画像を生成する光音響画像生成方法であ
って、１系統の輝度調整指示受付部によって受け付けられた指示に基づいて、前記光音響
画像の輝度調整と前記反射波画像の輝度調整とを行う光音響画像生成方法において、
　前記反射波画像の輝度調整から前記光音響画像の輝度調整への切り替え指示が受け付け
られた時点において、前記輝度調整指示受付部によって現在受け付けられている前記反射
波画像の輝度調整の指示に関わらず、現在の前記光音響画像の輝度を維持し、
　前記光音響画像の輝度調整から前記反射波画像の輝度調整への切り替え指示が受け付け
られた時点において、前記輝度調整指示受付部によって現在受け付けられている前記光音
響画像の輝度調整の指示に関わらず、現在の前記反射波画像の輝度を維持する光音響画像
生成方法。
【請求項１２】
　コンピュータを、被検体への光の照射によって前記被検体内に発生した光音響波を検出
した光音響波検出信号に基づいて、光音響画像を生成する光音響画像生成部と、前記被検
体に対して送信された音響波の反射波を検出した反射波検出信号に基づいて、反射波画像
を生成する反射波画像生成部と、前記光音響画像の輝度調整を行う第１の輝度調整部と、
前記反射波画像の輝度調整を行う第２の輝度調整部として機能させる光音響画像生成プロ
グラムであって、１系統の輝度調整指示受付部によって受け付けられた指示に基づいて、
前記光音響画像の輝度調整と前記反射波画像の輝度調整とを行う光音響画像生成プログラ
ムにおいて、
　前記反射波画像の輝度調整から前記光音響画像の輝度調整への切り替え指示が受け付け
られた時点において、前記第１の輝度調整部が、前記輝度調整指示受付部によって現在受
け付けられている前記反射波画像の輝度調整の指示に関わらず、現在の前記光音響画像の
輝度を維持し、
　前記光音響画像の輝度調整から前記反射波画像の輝度調整への切り替え指示が受け付け
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られた時点において、前記第２の輝度調整部が、前記輝度調整指示受付部によって現在受
け付けられている前記光音響画像の輝度調整の指示に関わらず、現在の前記反射波画像の
輝度を維持する光音響画像生成プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被検体への光の照射によって被検体内で発生した光音響波を検出して光音響
画像を生成する光音響画像生成装置および方法並びにプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　生体内部の状態を非侵襲で検査できる画像検査法の一種として、超音波検査法が知られ
ている。超音波検査では、超音波の送信および受信が可能な超音波探触子が用いられる。
超音波探触子から被検体（生体）に超音波を送信させると、その超音波は生体内部を進ん
でいき、組織界面で反射する。その反射超音波を超音波探触子によって受信し、反射超音
波が超音波探触子に戻ってくるまでの時間に基づいて距離を計算することで、内部の様子
を画像化することができる。
【０００３】
　また、光音響効果を利用して生体の内部を画像化する光音響イメージングが知られてい
る。一般に光音響イメージングでは、パルスレーザ光を生体内に照射する。生体内部では
、生体組織がパルスレーザ光のエネルギーを吸収し、そのエネルギーによる断熱膨張によ
り超音波（光音響波）が発生する。この光音響波を超音波探触子などによって検出し、検
出信号に基づいて光音響画像を構成することにより、光音響波に基づく生体内の可視化が
可能である。
【０００４】
　また、超音波の送信による超音波画像とパルスレーザ光の照射による光音響画像との両
方を取得する装置も提案されている（たとえば特許文献１および特許文献２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１４－１２８３１９号公報
【特許文献２】特開２０１２－５６２４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ここで、超音波画像の輝度調整として、深さ毎に輝度を調整するいわゆるＳＴＣ（Sens
itivity Time Control）が一般的に知られているが、たとえば超音波画像と光音響画像と
を重畳して表示させる場合には、それぞれの画像の輝度を調整する必要があるが、特許文
献１および特許文献２においては、超音波画像と光音響画像に対してそれぞれ独立したＳ
ＴＣ操作系を設けることが提案されている。
【０００７】
　しかしながら、一般的な超音波診断装置をベースとした光音響画像生成装置においては
、ＳＴＣ操作系が１系統しかないため、特許文献１および特許文献２のような２系統のＳ
ＴＣ操作系を備えた装置は、一般的な超音波診断装置と異なるため使い勝手が悪い。
【０００８】
　一方で、ＳＴＣ操作系を１系統とし、スイッチなどによって光音響画像のＳＴＣと超音
波画像のＳＴＣとを切り替えるようにした場合、スイッチを切り替えた瞬間に、現在のＳ
ＴＣつまみの位置、すなわち切り替え前の画像に対するＳＴＣつまみの位置が、切り替え
後の画像の輝度に反映されてしまい、輝度調整に余計な手間がかかり、操作性が悪い問題
がある。
【０００９】



(5) JP 2018-102630 A 2018.7.5

10

20

30

40

50

　本発明は、上記事情に鑑み、超音波画像と光音響画像の両方の輝度調整を行う場合にお
いて、ユーザがより使い易く、かつ輝度調整の手間を削減することができる光音響画像生
成装置および方法並びにプログラムを提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の光音響画像生成装置は、被検体への光の照射によって被検体内に発生した光音
響波を検出して光音響波検出信号を出力し、かつ被検体に対して送信された音響波の反射
波を検出して反射波検出信号を出力する音響波検出部と、光音響波検出信号に基づいて、
光音響画像を生成する光音響画像生成部と、反射波検出信号に基づいて、反射波画像を生
成する反射波画像生成部と、光音響画像の輝度調整を行う第１の輝度調整部と、反射波画
像の輝度調整を行う第２の輝度調整部と、光音響画像の輝度調整の指示と反射波画像の輝
度調整の指示とを受け付ける１系統の輝度調整指示受付部と、光音響画像の輝度調整と反
射波画像の輝度調整の切り替え指示を受け付ける輝度調整切替部とを備え、反射波画像の
輝度調整から光音響画像の輝度調整への切り替え指示が輝度調整切替部によって受け付け
られた時点において、第１の輝度調整部が、輝度調整指示受付部によって現在受け付けら
れている反射波画像の輝度調整の指示に関わらず、現在の光音響画像の輝度を維持し、光
音響画像の輝度調整から反射波画像の輝度調整への切り替え指示が輝度調整切替部によっ
て受け付けられた時点において、第２の輝度調整部が、輝度調整指示受付部によって現在
受け付けられている光音響画像の輝度調整の指示に関わらず、現在の反射波画像の輝度を
維持する光音響画像生成装置。
【００１１】
　また、上記本発明の光音響画像生成装置において、第１の輝度調整部は、反射波画像の
輝度調整から光音響画像の輝度調整への切り替え指示が受け付けられた後、輝度調整指示
受付部によって光音響画像の輝度調整の指示が受け付けられた時点において、輝度調整指
示受付部によって現在受け付けられている輝度に光音響画像の輝度を変更し、その変更後
の輝度から輝度調整を開始することができ、第２の輝度調整部は、光音響画像の輝度調整
から反射波画像の輝度調整への切り替え指示が受け付けられた後、輝度調整指示受付部に
よって反射波画像の輝度調整の指示が受け付けられた時点において、輝度調整指示受付部
によって現在受け付けられている輝度に反射波画像の輝度を変更し、その変更後の輝度か
ら輝度調整を開始することができる。
【００１２】
　また、上記本発明の光音響画像生成装置において、第１の輝度調整部は、反射波画像の
輝度調整から光音響画像の輝度調整への切り替え指示が受け付けられた後、輝度調整指示
受付部において現在の光音響画像の輝度に対応する指示が受け付けられた時点から、光音
響画像の輝度調整を開始することができ、第２の輝度調整部は、光音響画像の輝度調整か
ら反射波画像の輝度調整への切り替え指示が受け付けられた後、輝度調整指示受付部にお
いて現在の反射波画像の輝度に対応する指示が受け付けられた時点から、反射波画像の輝
度調整を開始することができる。
【００１３】
　また、上記本発明の光音響画像生成装置において、第１の輝度調整部は、反射波画像の
輝度調整から光音響画像の輝度調整への切り替え指示が受け付けられた後、輝度調整指示
受付部において現在の光音響画像の輝度から予め設定された範囲内の輝度に対応する指示
が受け付けられた時点から、光音響画像の輝度調整を開始することができ、第２の輝度調
整部は、光音響画像の輝度調整から反射波画像の輝度調整への切り替え指示が受け付けら
れた後、輝度調整指示受付部において現在の反射波画像の輝度から予め設定された範囲内
の輝度に対応する指示が受け付けられた時点から、反射波画像の輝度調整を開始すること
ができる。
【００１４】
　また、上記本発明の光音響画像生成装置において、輝度調整指示受付部は、光音響画像
および反射波画像の深さ毎の輝度調整の指示を受け付けることができ、第１の輝度調整部



(6) JP 2018-102630 A 2018.7.5

10

20

30

40

50

は、深さ毎の輝度調整の指示に基づいて、光音響画像の深さ毎の輝度調整を行い、第２の
輝度調整部は、深さ毎の輝度調整の指示に基づいて、反射波画像の深さ毎の輝度調整を行
うことができる。
【００１５】
　また、上記本発明の光音響画像生成装置においては、光音響画像の深さ毎の輝度の設定
状態および反射波画像の深さ毎の輝度の設定状態を表示部に表示させる表示制御部を備え
ることができる。
【００１６】
　また、上記本発明の光音響画像生成装置において、表示制御部は、輝度調整指示受付部
によって輝度調整の指示が受け付けられている深さの輝度の設定状態の表示を強調表示す
ることができる。
【００１７】
　また、上記本発明の光音響画像生成装置において、輝度調整指示受付部は、光音響画像
の連続的な輝度変更の指示と反射波画像の連続的な輝度変更の指示とを受け付けることが
できる。
【００１８】
　また、上記本発明の光音響画像生成装置において、輝度調整指示受付部は、つまみを有
するスライダーを備え、つまみの移動によって連続的な輝度変更の指示を受け付けること
ができる。
【００１９】
　また、上記本発明の光音響画像生成装置において、輝度調整指示受付部は、回転ダイヤ
ルを備え、回転ダイヤルの回転によって連続的な輝度変更の指示を受け付けることができ
る。
【００２０】
　本発明の光音響画像生成方法は、被検体への光の照射によって被検体内に発生した光音
響波を検出した光音響波検出信号に基づいて、光音響画像を生成し、かつ被検体に対して
送信された音響波の反射波を検出した反射波検出信号に基づいて、反射波画像を生成する
光音響画像生成方法であって、１系統の輝度調整指示受付部によって受け付けられた指示
に基づいて、光音響画像の輝度調整と反射波画像の輝度調整とを行う光音響画像生成方法
において、反射波画像の輝度調整から光音響画像の輝度調整への切り替え指示が受け付け
られた時点において、輝度調整指示受付部によって現在受け付けられている反射波画像の
輝度調整の指示に関わらず、現在の光音響画像の輝度を維持し、光音響画像の輝度調整か
ら反射波画像の輝度調整への切り替え指示が受け付けられた時点において、輝度調整指示
受付部によって現在受け付けられている光音響画像の輝度調整の指示に関わらず、現在の
反射波画像の輝度を維持する。
【００２１】
　本発明の光音響画像生成プログラムは、コンピュータを、被検体への光の照射によって
被検体内に発生した光音響波を検出した光音響波検出信号に基づいて、光音響画像を生成
する光音響画像生成部と、被検体に対して送信された音響波の反射波を検出した反射波検
出信号に基づいて、反射波画像を生成する反射波画像生成部と、光音響画像の輝度調整を
行う第１の輝度調整部と、反射波画像の輝度調整を行う第２の輝度調整部として機能させ
る光音響画像生成プログラムであって、１系統の輝度調整指示受付部によって受け付けら
れた指示に基づいて、光音響画像の輝度調整と反射波画像の輝度調整とを行う光音響画像
生成プログラムにおいて、反射波画像の輝度調整から光音響画像の輝度調整への切り替え
指示が受け付けられた時点において、第１の輝度調整部が、輝度調整指示受付部によって
現在受け付けられている反射波画像の輝度調整の指示に関わらず、現在の光音響画像の輝
度を維持し、光音響画像の輝度調整から反射波画像の輝度調整への切り替え指示が受け付
けられた時点において、第２の輝度調整部が、輝度調整指示受付部によって現在受け付け
られている光音響画像の輝度調整の指示に関わらず、現在の反射波画像の輝度を維持する
。
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【発明の効果】
【００２２】
　本発明の光音響画像生成装置および方法並びにプログラムによれば、光音響画像の輝度
調整と反射波画像の輝度調整を、１系統の輝度調整指示受付部によって受け付けられた指
示に基づいて行うようにしたので、ユーザがより使い易い構成とすることができる。
【００２３】
　また、反射波画像の輝度調整から光音響画像の輝度調整への切り替え指示が受け付けら
れた時点において、輝度調整指示受付部によって現在受け付けられている反射波画像の輝
度調整の指示に関わらず、現在の光音響画像の輝度を維持し、光音響画像の輝度調整から
反射波画像の輝度調整への切り替え指示が受け付けられた時点において、輝度調整指示受
付部によって現在受け付けられている光音響画像の輝度調整の指示に関わらず、現在の反
射波画像の輝度を維持するようにしたので、ユーザによる輝度調整の手間を削減すること
ができ、操作性を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の光音響画像生成装置の一実施形態の概略構成を示すブロック図
【図２】第１の輝度調整部の具体的な構成を示す図
【図３】第２の輝度調整部の具体的な構成を示す図
【図４】操作パネルの一例を示す図
【図５】本発明の光音響画像生成装置の一実施形態における輝度調整方法を説明するため
のフローチャート
【図６】深さ毎に設けられたスライダーおよび光音響画像と超音波画像の深さ毎の輝度を
示す線グラフの一例を示す図
【図７】本発明の光音響画像生成装置における輝度調整方法の一例を説明するための図
【図８】本発明の光音響画像生成装置における輝度調整方法のその他の例を説明するため
の図
【図９】本発明の光音響画像生成装置における輝度調整方法のその他の例を説明するため
の図
【図１０】深さ毎に設けられた回転ダイヤルの一例を示す図
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下、本発明の光音響画像生成装置の一実施形態について、図面を参照しながら詳細に
説明する。図１は、本実施形態の光音響画像生成装置１０の概略構成を示す図である。
【００２６】
　本実施形態の光音響画像生成装置１０は、図１に示すように、超音波探触子１１、超音
波ユニット１２、レーザユニット１３、表示デバイス１４および入力部１５を備えている
。
【００２７】
　超音波探触子１１は、被検体Ｍ内において発生した光音響波Ｕを検出し、光音響波検出
信号を出力するものである。また、超音波探触子１１は、被検体に対して音響波を送信し
、その送信した音響波に対する被検体からの反射音響波を検出し、反射波検出信号を出力
するものである。なお、本実施形態では、音響波として超音波を用いるが、超音波に限定
されるものでは無く、被検対象や測定条件等に応じて適切な周波数を選択してさえいれば
、可聴周波数の音響波を用いても良い。また、超音波の送受信は分離して行ってもよい。
たとえば超音波探触子１１とは異なる位置から超音波の送信を行い、その送信された超音
波に対する反射超音波を超音波探触子１１で受信してもよい。
【００２８】
　超音波探触子１１（本発明の音響波検出部に相当する）は、ケーブル４０を介して超音
波ユニット１２に接続されている。
【００２９】
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　超音波探触子１１は、図１に示されるように、振動子アレイ２０、複数の光ファイバが
束ねられたバンドルファイバ４１、振動子アレイ２０を挟むように配置された２つの光出
射部４２を備える。
【００３０】
　振動子アレイ２０は、たとえば一次元または二次元に配列された複数の超音波振動子か
ら構成される。超音波振動子は、たとえば圧電セラミクスまたはポリフッ化ビニリデン（
ＰＶＤＦ）のような高分子フィルムから構成される圧電素子である。超音波振動子は、光
音響波Ｕまたは反射超音波を受信した場合にその受信信号を電気信号に変換する機能を有
し、超音波振動子で発生した電気信号は後述する受信回路２１に出力される。超音波探触
子１１は、セクタ型、リニア型、およびコンベックス型等の中から撮像部位に応じて選択
される。
【００３１】
　バンドルファイバ４１は、レーザユニット１３からのレーザ光を光出射部４２まで導光
するものである。バンドルファイバ４１は、特に限定されず、石英ファイバ等の公知のも
のを使用することができる。バンドルファイバ４１は、出射側において光ファイバごとに
分岐し、光出射部４２に接続される。
【００３２】
　光出射部４２は、バンドルファイバ４１によって導光されたレーザ光を被検体Ｍに照射
する部分である。図１に示されるように、本実施形態では、２つの光出射部４２が、振動
子アレイ２０を挟んで対向するように、振動子アレイ２０の両側に配置されている。光出
射部４２としては、たとえば導光板を使用することができる。導光板は、たとえばアクリ
ル板または石英板の表面に特殊な加工を施して、一方の端面から入れた光を他方の端面か
ら均一に面発光させる板である。振動子アレイ２０に対して両側に配置された被検体表面
を均一に照明するため、振動子アレイ２０のアレイ方向の幅と導光板の幅は同程度の長さ
であることが好ましい。また、導光板の入射端あるいは出射端に拡散板を設けてもよい。
【００３３】
　レーザユニット１３は、たとえばレーザ光を発するＱスイッチによる固体レーザ光源を
有し、被検体Ｍに照射する測定光Ｌとしてレーザ光を出力する。レーザユニット１３は、
たとえば超音波ユニット１２の制御部３０からのトリガ信号を受けてレーザ光を出力する
ように構成されている。レーザユニット１３は、レーザ光として１ｎｓ～１００ｎｓのパ
ルス幅を有するパルス光を出力することが好ましい。本実施形態では、レーザユニット１
３の光源は、たとえばＱスイッチを使用したアレキサンドライトレーザである。
【００３４】
　レーザ光の波長は、計測の対象となる被検体内の吸収体の光吸収特性によって適宜決定
されるが、近赤外波長域近傍の波長であることが好ましく、たとえば５００ｎｍ～１２０
０ｎｍである。しかしながら、レーザ光の波長はこれに限られるものではない。また、レ
ーザ光は、単波長でもよいし、複数の波長（例えば７５０ｎｍおよび８００ｎｍ）を含ん
でもよい。さらに、レーザ光が複数の波長を含む場合には、これらの波長の光は、同時に
被検体Ｍに照射されてもよいし、交互に切り替えられながら照射されてもよい。レーザユ
ニット１３は、アレキサンドライトレーザの他、同様に近赤外波長域のレーザ光を出力可
能なＮｄ：ＹＡＧレーザ、ＹＡＧ－ＳＨＧ－ＯＰＯレーザおよびＴｉ－Ｓａｐｐｈｉｒｅ
レーザ、並びに可視波長領域のレーザ光を出力可能なＳＨＧ－Ｎｄ：ＹＡＧレーザを用い
ることもできる。
【００３５】
　超音波ユニット１２は、受信回路２１、ＡＤ変換部（Analog to Digital convertor）
２２、受信メモリ２３、光音響画像生成部２４、超音波画像生成部２５、第１の輝度調整
部２６、第２の輝度調整部２７、表示制御部２８、送信制御回路２９および制御部３０を
備えている。
【００３６】
　超音波ユニット１２は、たとえばコンピュータから構成されるものであり、典型的には



(9) JP 2018-102630 A 2018.7.5

10

20

30

40

50

プロセッサ、メモリ、およびバスなどを有する。超音波ユニット１２には、光音響画像生
成および超音波画像生成に関する本発明の光音響画像生成プログラムの一実施形態がメモ
リにインストールされている。プロセッサによって構成される制御部３０によってこれら
のプログラムが動作することで、光音響画像生成部２４、超音波画像生成部２５、第１の
輝度調整部２６、第２の輝度調整部２７および表示制御部２８の機能が実現する。すなわ
ち、これらの各部は、プログラムが組み込まれたメモリとプロセッサにより構成されてい
る。
【００３７】
　なお、超音波ユニット１２のハードウェアの構成は特に限定されるものではなく、複数
のＩＣ（Integrated Circuit）、プロセッサ、ＡＳＩＣ（application specific integra
ted circuit）、ＦＰＧＡ（field-programmable gate array）、メモリなどを適宜組み合
わせることによって実現することができる。
【００３８】
　受信回路２１は、超音波探触子１１から出力された光音響波検出信号および反射波検出
信号を受信する。受信回路２１は、典型的には、低ノイズアンプ、可変ゲインアンプ、お
よびローパスフィルタを含む。超音波探触子１１から出力された光音響波検出信号および
反射波検出信号は、低ノイズアンプで増幅された後に、可変ゲインアンプで深度に応じた
ゲイン調整がなされ、ローパスフィルタで高周波成分がカットされる。
【００３９】
　ＡＤ変換部２２は、受信回路２１が受信した光音響波検出信号および反射波検出信号を
デジタル信号に変換する。ＡＤ変換部２２は、たとえば所定の周期のサンプリングクロッ
ク信号に基づいて、所定のサンプリング周期で光音響波検出信号および反射波検出信号を
サンプリングする。ＡＤ変換部２２は、サンプリングした光音響波検出信号および反射波
検出信号（サンプリングデータ）を受信メモリ２３に格納する。受信回路２１とＡＤ変換
部２２とは、例えば１つのＩＣとして構成されていてもよし、個別のＩＣとして構成され
ていてもよい。
【００４０】
　光音響画像生成部２４は、受信メモリ２３に格納された光音響波検出信号に基づいて、
光音響画像を生成する。光音響画像の生成は、例えば、ＦＴＡ（Ｆｏｕｒｉｅｒ Ｔｒａ
ｎｓｆｅｒ ａｌｇｏｒｉｓｍ）法もしくは遅延加算（位相整合加算）法などの画像再構
成、検波、および対数変換などを含む。
【００４１】
　超音波画像生成部２５は、受信メモリ２３に格納された反射波検出信号に基づいて、超
音波画像を生成する。超音波画像の生成も、位相整合加算などの画像再構成、検波、およ
び対数変換などを含む。
【００４２】
　第１の輝度調整部２６は、光音響画像生成部２４において生成された光音響画像の輝度
調整を行うものである。図２は、第１の輝度調整部２６の具体的な構成を示す図である。
第１の輝度調整部２６は、図２に示すように、光音響画像全体の輝度を調整するゲイン調
整部２６ａと、光音響画像の深さ毎の輝度調整を行う深さ毎輝度調整部２６ｂと、光音響
画像のコントラストを調整するコントラスト調整部２６ｃとを備えている。
【００４３】
　ここで、光音響画像の深さおよび後述する超音波画像の深さとは、超音波探触子１１の
検出面から被検体内の画像生成対象物までの距離のことを意味する。
【００４４】
　第１の輝度調整部２６は、入力部１５によって受け付けられた指示に基づいて、上述し
た光音響画像全体の輝度調整、光音響画像の深さ毎の輝度調整および光音響画像のコント
ラストを調整するものである。特に、深さ毎輝度調整部２６ｂは、後述する光音響画像の
深さ毎に設けられたスライダーによって受け付けられた指示に基づいて、光音響画像の深
さ毎の輝度調整を行うものである。
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【００４５】
　第２の輝度調整部２７は、超音波画像生成部２５において生成された超音波画像の輝度
調整を行うものである。図３は、第２の輝度調整部２７の具体的な構成を示す図である。
第２の輝度調整部２７は、図３に示すように、超音波画像全体の輝度を調整するゲイン調
整部２７ａと、超音波画像の深さ毎の輝度調整を行う深さ毎輝度調整部２７ｂと、超音波
画像のコントラストを調整するコントラスト調整部２７ｃとを備えている。
【００４６】
　第２の輝度調整部２７は、入力部１５によって受け付けられた指示に基づいて、上述し
た超音波画像全体の輝度調整、超音波画像の深さ毎の輝度調整および超音波画像のコント
ラストを調整するものである。特に、深さ毎輝度調整部２７ｂは、第１の輝度調整部２６
の深さ毎輝度調整部２６ｂと同様に、超音波画像の深さ毎に設けられたスライダーによっ
て受け付けられた指示に基づいて、超音波画像の深さ毎の輝度調整を行うものである。
【００４７】
　制御部３０は、光音響画像生成装置１０の各部を制御するものであり、本実施形態では
トリガ制御回路（図示省略）を備える。トリガ制御回路は、たとえば光音響画像生成装置
１０の起動の際に、レーザユニット１３に発光トリガ信号を送る。これによりレーザユニ
ット１３で、フラッシュランプが点灯し、レーザロッドの励起が開始される。そして、レ
ーザロッドの励起状態は維持され、レーザユニット１３はパルスレーザ光を出力可能な状
態となる。
【００４８】
　そして、制御部３０は、光音響画像の生成の際には、トリガ制御回路からレーザユニッ
ト１３へＱｓｗトリガ信号を送信する。つまり、制御部３０は、このＱｓｗトリガ信号に
よってレーザユニット１３からのパルスレーザ光の出力タイミングを制御する。また、本
実施形態では、制御部３０は、Ｑｓｗトリガ信号の送信と同時にサンプリングトリガ信号
をＡＤ変換部２２に送信する。サンプリングトリガ信号は、ＡＤ変換部２２における光音
響波検出信号のサンプリングの開始タイミングの合図となる。このように、サンプリング
トリガ信号を使用することにより、レーザ光の出力と同期して光音響波検出信号をサンプ
リングすることが可能となる。
【００４９】
　また、制御部３０は、超音波画像の生成の際には、送信制御回路２９に超音波送信を指
示する超音波送信トリガ信号を送る。送信制御回路２９は、このトリガ信号を受けると、
超音波探触子１１から超音波を送信させる。超音波探触子１１は、超音波の送信後、被検
体Ｍからの反射超音波を検出し、反射波検出信号を出力する。
【００５０】
　超音波探触子１１から出力された反射波検出信号は、受信回路２１を介してＡＤ変換部
２２に入力される。制御部３０は、超音波送信のタイミングに合わせてＡＤ変換部２２に
サンプリングトリガ信号を送り、反射波検出信号のサンプリングを開始させる。
【００５１】
　表示制御部２８は、光音響画像と超音波画像とを別々に、またはこれらの合成画像を表
示デバイス１４に表示させる。表示制御部２８は、たとえば光音響画像と超音波画像とを
重畳することによって合成画像を生成するものである。また、表示制御部２８は、後述す
る光音響画像および超音波画像の輝度調整の設定状態を操作パネル１５ａ（図４参照）の
表示部１８に表示させるものである。表示デバイス１４は、たとえば液晶ディスプレイな
どを備えたものである。
【００５２】
　入力部１５は、光音響画像および超音波画像の輝度調整を含む、ユーザによる種々の指
示入力を受け付けるものである。具体的には、本実施形態の入力部１５は、図４に示すよ
うな操作パネル１５ａを備えている。操作パネル１５ａ上には、輝度調整指示受付部１６
、輝度調整切替部１７、表示部１８、電源スイッチ１９、およびゲイン調整つまみ３１な
どが設けられている。
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【００５３】
　輝度調整指示受付部１６は、光音響画像の輝度調整の指示と超音波画像の輝度調整の指
示との両方を受け付けるものである。具体的には、本実施形態の輝度調整指示受付部１６
は、光音響画像および超音波画像の深さ毎の輝度調整の指示を受け付けるものであり、６
つのスライダー１６ａ，１６ｂ，１６ｃ，１６ｄ，１６ｅ，１６ｆを備えている。各スラ
イダー１６ａ～１６ｆは、光音響画像および超音波画像の各深さに対応してそれぞれ設け
られている。そして、各スライダー１６ａ～１６ｆは、つまみＳａ，Ｓｂ，Ｓｃ，Ｓｄ，
Ｓｅ，Ｓｆをそれぞれ備えており、このつまみＳａ～Ｓｆを水平方向に移動させることに
よって、各深さの輝度調整の指示が受け付けられる。具体的には、たとえば各つまみＳａ
～Ｓｆを左方向に移動させた場合には各深さの輝度が連続的に小さくなり、右方向に移動
させた場合には各深さの輝度が連続的に大きくなる。なお、逆に、左方向に移動させた場
合に各深さの輝度を連続的に大きくし、右方向に移動させた場合に各深さの輝度を連続的
に小さくするようにしてもよい。
【００５４】
　輝度調整切替部１７は、光音響画像の輝度調整と超音波画像の輝度調整の切り替え指示
を受け付けるものである。具体的には、輝度調整切替部１７は、後述する表示部１８内に
輝度調整切替ボタンとして表示される。輝度調整切替ボタンは、超音波画像の輝度調整が
設定されている場合には、「Ｂ」で表示される。そして、光音響画像の輝度調整に切り替
えられた場合には、「Ｂ」から「ＰＡ」の表示に変更される。
【００５５】
　本実施形態の表示部１８は、後述するようにタッチパネルで構成されており、輝度調整
切替ボタンがユーザによって押される度に、「Ｂ」と「ＰＡ」とが切り替え表示され、そ
の表示の変更にともなって超音波画像の輝度調整と光音響画像の輝度調整とが切り替えら
れる。すなわち、表示部１８の輝度調整切替ボタンが「Ｂ」の表示である場合には、輝度
調整指示受付部１６は、超音波画像の輝度調整の指示を受け付け、表示部１８の輝度調整
切替ボタンが「ＰＡ」の表示である場合には、輝度調整指示受付部１６は、光音響画像の
輝度調整の指示を受け付ける。
【００５６】
　なお、本実施形態においては、「Ｂ」と「ＰＡ」の表示を行うようにしたが、これに限
らず、たとえば「光音響画像」と「超音波画像」の文字、または光音響画像および超音波
画像のサムネイルなどその他の表示方法を採用してもよい。
【００５７】
　電源スイッチ１９は、光音響画像生成装置１０の電源をＯＮおよびＯＦＦするためのス
イッチであり、ゲイン調整つまみ３１は、上述したゲイン調整部２６ａ，２７ａによる輝
度調整の指示入力を受け付けるものである。すなわち、ゲイン調整つまみ３１を操作する
ことによって、超音波画像全体または光音響画像全体の輝度が調整される。
【００５８】
　表示部１８は、たとえばタッチパネルから構成されるものであり、操作パネル１５ａに
おいて受け付けられた各種指示の設定状態を表示するとともに、タッチパネル上に、上述
した輝度調整切替ボタンのような種々の操作ボタンを配置して表示可能なものである。特
に、本実施形態の表示部１８は、光音響画像の深さ毎の輝度の設定状態および超音波画像
の深さ毎の輝度の設定状態を表示するものである。光音響画像および超音波画像の深さ毎
の輝度の設定状態は、たとえば図４に示すように、それぞれ線グラフによって示される。
図４に示す例では、超音波画像の深さ毎の輝度の設定状態を実線の線グラフによって示し
ており、光音響画像の深さ毎の輝度の設定状態を破線の線グラフによって示している。図
４に示す線グラフの横軸が、各スライダー１６ａ～１６ｆの各つまみＳａ～Ｓｆの移動方
向に対応しており、線グラフの各点は、各つまみＳａ～Ｓｆの位置の輝度に対応する位置
にプロットされている。また、図４に示す線グラフの縦軸は、深さ方向を示しており、線
グラフの各点は、深さ毎の各つまみＳａ～Ｓｆに対応してプロットされている。
【００５９】
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　そして、たとえば現在、輝度調整切替部１７によって超音波画像の輝度調整が設定され
ている場合には、各スライダー１６ａ～１６ｆの各Ｓａ～Ｓｆの移動量に応じて、実線の
線グラフの各点が横軸方向に移動して表示される。また、現在、輝度調整切替部１７によ
って光音響画像の輝度調整が設定されている場合には、各スライダー１６ａ～１６ｆの各
Ｓａ～Ｓｆの移動量に応じて、破線の線グラフの各点が横軸方向に移動して表示される。
なお、本実施形態においては、光音響画像および超音波画像の輝度の設定状態を線グラフ
によって示すようにしたが、このような表示方法に限らず、たとえば棒グラフまたは数値
によるテキスト表示などその他の表示方法を採用するようにしてもよい。
【００６０】
　ここで、本実施形態においては、光音響画像の輝度調整と超音波画像の輝度調整を１系
統の輝度調整指示受付部１６を用いて、すなわち上述した６つのスライダー１６ａ～１６
ｆを用いて行うようにしているが、このような構成の場合、たとえば超音波画像の輝度調
整をした後に、光音響画像の輝度調整に切り替えた場合、超音波画像の輝度調整を行った
際に設定された各スライダー１６ａ～１６ｆの状態がそのまま光音響画像の輝度に反映さ
れてしまい、その分、輝度調整の手間が余計にかかる問題がある。
【００６１】
　そこで、本実施形態においては、上述したような問題が生じないように輝度調整を行う
。以下、本実施形態の輝度調整の方法について、図５に示すフローチャートおよび図６を
参照しながら説明する。
【００６２】
　まず、表示デバイス１４に超音波画像および光音響画像が表示された状態において、超
音波画像または光音響画像の深さ毎の輝度調整が、各スライダー１６ａ～１６ｆを用いて
行われる（Ｓ１０）。
【００６３】
　たとえば超音波画像の輝度調整が行われ、各スライダー１６ａ～１６ｆの各つまみＳａ
～Ｓｆが、図６に示すような状態であったとする（Ｓ１２）。このとき、各スライダー１
６ａ～１６ｆの各つまみＳａ～Ｓｆの位置に応じて、表示部１８には、図６に示すような
実線の線グラフが表示される。なお、図６に示す破線の線グラフは、現在、表示デバイス
１４に表示されている光音響画像の各深さの輝度を示すものである。
【００６４】
　次いで、輝度調整切替部１７によって光音響画像の輝度調整への切り替え指示が受け付
けられた場合（Ｓ１４，ＹＥＳ）、その切り替え指示が受け付けられた時点においては、
第１の輝度調整部２６は、各スライダー１６ａ～１６ｆの各つまみＳａ～Ｓｆの現在の位
置に関わらず、現在の光音響画像の各深さの輝度を維持する（Ｓ１６）。すなわち、現在
、表示デバイス１４に表示されている光音響画像の輝度は変化しない。
【００６５】
　そして、第１の輝度調整部２６は、超音波画像の輝度調整から光音響画像の輝度調整へ
の切り替え指示が受け付けられた後、スライダー１６ａ～１６ｆのつまみＳａ～Ｓｆのい
ずれかがユーザによって動かされた場合に（Ｓ１８，ＹＥＳ）、光音響画像の輝度調整を
開始する。具体的には、たとえば図７に示すように、スライダー１６ｅのつまみＳｅが左
方向に動かされた時点において（たとえば動かされた直後）に、光音響画像におけるスラ
イダー１６ｅに対応する深さの輝度が、つまみＳｅの位置に対応する輝度に変更される（
Ｓ２０）。表示部１８に表示される破線の線グラフも、図７に示すように更新される。そ
して、その後、スライダー１６ｅのつまみＳｅの移動に応じて、光音響画像におけるスラ
イダー１６ｅに対応する深さの輝度が順次変更され（Ｓ２２，ＮＯ）、ユーザがつまみＳ
ｅを停止させた時点で輝度調整が終了する（Ｓ２２，ＹＥＳ）。なお、ここでは、スライ
ダー１６ｅに対応する深さの輝度調整について説明したが、その他の深さについても、上
記と同様にして輝度調整が行われる。
【００６６】
　また、上記説明では、超音波画像の輝度調整から光音響画像の輝度調整へ切り替えられ
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た場合について説明したが、光音響画像の輝度調整から超音波画像の輝度調整へ切り替え
られた場合についても、基本的には、同様である。
【００６７】
　具体的には、光音響画像の輝度調整が行われた後（Ｓ２４）、輝度調整切替部１７によ
って超音波画像の輝度調整への切り替え指示が受け付けられた場合（Ｓ２６，ＹＥＳ）、
その切り替え指示が受け付けられた時点においては、第２の輝度調整部２７は、各スライ
ダー１６ａ～１６ｆの各つまみＳａ～Ｓｆの現在の位置に関わらず、現在の超音波画像の
各深さの輝度を維持する（Ｓ２８）。すなわち、現在、表示デバイス１４に表示されてい
る超音波画像の輝度は変化しない。
【００６８】
　そして、第２の輝度調整部２７は、光音響画像の輝度調整から超音波画像の輝度調整へ
の切り替え指示が受け付けられた後、スライダー１６ａ～１６ｆのつまみＳａ～Ｓｆのい
ずれかがユーザによって動かされた場合に（Ｓ３０，ＹＥＳ）、超音波画像の輝度調整を
開始する。具体的には、たとえばスライダー１６ｅのつまみＳｅが動かされた時点におい
て（たとえば動かされた直後）に、超音波画像におけるスライダー１６ｅに対応する深さ
の輝度が、つまみＳｅの位置に対応する輝度に変更される（Ｓ３２）。この際、表示部１
８に表示される実線の線グラフも更新される。そして、その後、スライダー１６ｅのつま
みＳｅの移動に応じて、超音波画像におけるスライダー１６ｅに対応する深さの輝度が順
次変更され（Ｓ３４，ＮＯ）、ユーザがつまみＳｅを停止させた時点で輝度調整が終了す
る（Ｓ３４，ＹＥＳ）。なお、ここでは、スライダー１６ｅに対応する深さの輝度調整に
ついて説明したが、その他の深さについても、上記と同様にして輝度調整が行われる。
【００６９】
　上記実施形態の光音響画像生成装置１０によれば、光音響画像の輝度調整と超音波画像
の輝度調整を、１系統のスライダー１６ａ～１６ｆの指示に基づいて行うようにしたので
、ユーザがより使い易い構成とすることができる。
【００７０】
　また、超音波画像の輝度調整から光音響画像の輝度調整へ切り替えられた時点において
、現在の超音波画像の輝度調整の指示に関わらず、現在の光音響画像の輝度を維持し、光
音響画像の輝度調整から超音波画像の輝度調整へ切り替えられた時点において、現在の光
音響画像の輝度調整の指示に関わらず、現在の超音波画像の輝度を維持するようにしたの
で、ユーザによる輝度調整の手間を削減することができ、操作性を向上させることができ
る。
【００７１】
　また、上記実施形態においては、光音響画像の輝度調整から超音波画像の輝度調整への
切り替え指示が受け付けられた後、または超音波画像の輝度調整から光音響画像の輝度調
整への切り替え指示が受け付けられた後において、スライダー１６ａ～１６ｆのつまみＳ
ａ～Ｓｆのいずれかがユーザによって動かされた直後から、超音波画像または光音響画像
の輝度調整を開始するようにしたが、超音波画像または光音響画像の輝度調整を開始する
タイミングとしては、これに限られない。
【００７２】
　たとえば超音波画像の輝度調整から光音響画像の輝度調整への切り替え指示が受け付け
られた後、図８に示すようにスライダー１６ｅのつまみＳｅが、現在の光音響画像の輝度
に応じた位置まで動かされた時点から、光音響画像の輝度調整を開始するようにしてもよ
い。すなわち、上記時点から、図９に示すようにスライダー１６ｅのつまみＳｅの移動に
応じて、光音響画像におけるスライダー１６ｅに対応する深さの輝度を変更するようにし
てもよい。このように輝度を変更することによって、輝度が大きく急に変化することを防
止することができ、違和感なく輝度調整を行うことができる。
【００７３】
　なお、図９に示すように、スライダー１６ｅのつまみＳｅによって輝度調整の指示が受
け付けられている深さの輝度の設定状態の表示を、円Ｃで囲むなどして強調表示するよう
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にしてもよい。このように強調表示を行うことによって、現在どの深さの輝度を調整して
いるのかユーザが即座に把握することができる。
【００７４】
　強調表示の方法としては、これに限らず、線グラフの点を点滅表示するようにしてもよ
いし、その他の点とは異なる色で表示するようにしてもよい。また、強調表示の期間につ
いては、たとえばつまみＳｅが動かされている間のみ強調表示するようにしてもよいし、
つまみＳｅが動かされている間とその前後の予め設定された期間だけ強調表示するように
してもよい。
【００７５】
　また、光音響画像の輝度調整から超音波画像の輝度調整への切り替え指示が受け付けら
れた場合も同様に、その切り替え指示が受け付けられた後、たとえばスライダー１６ｅの
つまみＳｅが動かされた場合には、つまみＳｅが現在の超音波画像の輝度に応じた位置ま
で動かされた時点から、超音波画像の輝度調整を開始するようにしてもよい。すなわち、
上記時点から、スライダー１６ｅのつまみＳｅの移動に応じて、超音波画像におけるスラ
イダー１６ｅに対応する深さの輝度を変更するようにしてもよい。
【００７６】
　また、たとえば超音波画像の輝度調整から光音響画像の輝度調整への切り替え指示が受
け付けられた後、スライダー１６ｅのつまみＳｅが、現在の光音響画像の輝度から予め設
定された範囲内の輝度に応じた位置（たとえば現在の光音響画像の輝度に応じた位置の近
傍位置）まで動かされた時点から、光音響画像の輝度調整を開始するようにしてもよい。
すなわち、上記時点から、スライダー１６ｅのつまみＳｅの移動に応じて、光音響画像に
おけるスライダー１６ｅに対応する深さの輝度を変更するようにしてもよい。
【００７７】
　また、光音響画像の輝度調整から超音波画像の輝度調整への切り替え指示が受け付けら
れた後も同様に、たとえばスライダー１６ｅのつまみＳｅが、現在の超音波画像の輝度か
ら予め設定された範囲内の輝度に応じた位置（たとえば現在の超音波画像の輝度に応じた
位置の近傍位置）まで動かされた時点から、光音響画像の輝度調整を開始するようにして
もよい。
【００７８】
　また、上記実施形態においては、スライダー１６ａ～１６ｆによって深さ毎の輝度調整
を行うようにしたが、これに限らず、光音響画像および超音波画像の深さ毎の輝度調整の
指示を受け付けるものとして、６つの回転ダイヤル１６ｇ，１６ｈ，１６ｉ，１６ｊ，１
６ｋ，１６ｌを設けるようにしてもよい。各回転ダイヤル１６ｇ～１６ｌは、光音響画像
および超音波画像の各深さに対応してそれぞれ設けられている。そして、各回転ダイヤル
１６ｇ～１６ｌを回転させることによって、各深さの輝度調整の指示が受け付けられる。
具体的には、たとえば各回転ダイヤル１６ｇ～１６ｌを左方向に回転させた場合には各深
さの輝度が連続的に小さくなり、右方向に回転させた場合には各深さの輝度が連続的に大
きくなる。なお、逆に、左方向に回転させた場合に各深さの輝度を連続的に大きくし、右
方向に回転させた場合に各深さの輝度を連続的に小さくするようにしてもよい。
【００７９】
　以上、本発明をその好適な実施形態に基づいて説明したが、本発明の光音響画像生成装
置は、上記実施形態にのみ限定されるものではなく、上記実施形態の構成から種々の修正
及び変更を施したものも、本発明の範囲に含まれる。
【符号の説明】
【００８０】
１０　 光音響画像生成装置
１１　 超音波探触子
１２　 超音波ユニット
１３　 レーザユニット
１４　 表示デバイス
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１５　 入力部
１５ａ 操作パネル
１６　 輝度調整指示受付部
１６ａ-１６ｆ　スライダー
１６ｇ-１６ｌ　回転ダイヤル
１７　 輝度調整切替部
１８　 表示部
１９　 電源スイッチ
２０　 振動子アレイ
２１　 受信回路
２２　 ＡＤ変換部
２３　 受信メモリ
２４　 光音響画像生成部
２５　 超音波画像生成部
２６　 第１の輝度調整部
２６ａ　ゲイン調整部
２６ｂ　深さ毎輝度調整部
２６ｃ　コントラスト調整部
２７　 第２の輝度調整部
２７ａ　ゲイン調整部
２７ｂ　深さ毎輝度調整部
２７ｃ　コントラスト調整部
２８　 表示制御部
２９　 送信制御回路
３０　 制御部
４０　 ケーブル
４１　 バンドルファイバ
４２　 光出射部
Ｃ　　 円
Ｌ　　 測定光
Ｍ　　 被検体
Ｕ　　 光音響波
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